
本
市
の
文
化
行
政
に
は

未
熟
さ
を
感
じ
る

ま
ち
の
文
化
度
を
把
握
す
る
調

査
や
、
文
化
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起

こ
す
た
め
に
関
係
者
が
集
い
、
語
る

機
会
を
望
む
。

文
化
の
要
素
は
多
様
で
、
成
熟

度
を
評
価
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
文

化
事
業
に
関
わ
る
団
体
が
集
う
機
会

を
設
け
、
文
化
振
興
の
機
運
を
高
め

て
い
き
た
い
。

人
間
性
、
創
造
性
な
ど
の
文
化

要
素
が
、ま
ち
の
風
格
や
伝
統
、人
々

の
気
質
を
つ
く
る
こ
と
か
ら
、
文
化

振
興
は
行
政
の
重
要
な
政
策
で
あ

る
。
ま
ち
づ
く
り
に
お
け
る
文
化
行

政
の
使
命
は
。

文
化
は
、私
た
ち
の
日
常
生
活
、

本
市
が
進
め
る
ま
ち
づ
く
り
の
す
べ

て
に
関
わ
り
、
支
え
る
も
の
で
あ
る

と
考
え
る
。
今
後
も
、
芸
術
性
の
高

い
文
化
活
動
か
ら
身
近
な
文
化
活
動

ま
で
、
文
化
に
触
れ
る
機
会
の
創
出

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

地
域
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
で

ま
ち
の
「
見
え
る
化
」
を

塩
尻
市
は
、
自
然
、
人
、
歴
史
、

文
化
な
ど
の
資
源
を
活
用
し
、
市
全

体
を
ブ
ラ
ン
ド
化
す
る
地
域
ブ
ラ
ン

ド
戦
略
を
進
め
て
い
る
が
、
本
市
は

ど
う
か
。

本
市
が
「
日
本
一
健
康
文
化
都

市
」
で
あ
る
こ
と
を
、
多
く
の
人
に

イ
メ
ー
ジ
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

効
果
的
な
情
報
発
信
に
努
め
て
い
き

た
い
。

液
状
化
対
策
を
積
極
的
に

推
進
す
べ
き

ゾ
ー
ニ
ン
グ
マ
ッ
プ
に
よ
る
危

険
場
所
の
地
盤
改
良
に
、
助
成
金
を

設
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
。

本
市
の
液
状
化
危
険
度
を
も
と

に
、
個
々
の
事
案
に
対
し
て
補
助
を

行
う
こ
と
は
、
対
象
件
数
も
多
く
、

膨
大
な
コ
ス
ト
を
要
す
る
こ
と
か

ら
、
現
時
点
で
の
助
成
は
困
難
で
あ

る
と
考
え
る
。

新
東
名
の
開
通
に
対
す
る

本
市
の
対
応
は

日
本
の
大
動
脈
の
新
東
名
高
速

道
路
で
、
森
掛
川
イ
ン
タ
ー
に
接
続

す
る
道
路
整
備
を
早
急
に
や
る
べ
き

と
考
え
る
が
ど
う
か
。

都
市
計
画
決
定
さ
れ
た
ア
ク
セ

ス
道
路
の
早
期
整
備
の
実
施
を
目
指

し
、
期
成
同
盟
会
を
通
じ
て
、
今
後

も
県
へ
強
く
要
望
し
て
い
き
た
い
。

 

観
光
客
増
に
向
け

特
色
あ
る
活
動
を
す
べ
き

伊
藤
忠
太
が
建
築
設
計
し
た

可
睡
斎
護
国
塔
の
建
立
百
年
を
記
念

し
て
、
護
国
塔
を
L
E
D
で
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
で
き
な
い
か
。

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
は
、
護
国
塔

が
、
慰
霊
塔
で
あ
る
こ
と
や
、
樹
木

も
含
め
可
睡
斎
の
敷
地
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
こ
う
い
っ
た
意
見
を
可
睡
斎

に
伝
え
た
い
。
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月見の里学遊館で行われた「ゴスペルオペラ」

建立100年を迎えた可睡斎護国塔
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ふくろい

よ り よ い ま ち づ く り を め ざ し て


